
帯広・十勝のヒト・モノ・コトを地域の大人とともに学ぶ、
これからの社会や地域づくりに貢献できる子どもを育てる

「私たちにできる備えと行動（親
子防災講座）」や「私たちの暮ら
しと選挙（選挙出前講座）」など
の学びを通して、主体的に地域
に関わる資質・能力を育みます。

フードバレーとかちの魅
力を「つながる食育」と
して小・中学校の学び
に位置付けています。

この学びは「帯広のよさ
を知ろう」など他の単元
の学びとつながり、探
究的な学びのサイクル
を実現します。

「ふるさと教育」の推進

〈社会の急速な変化の中で人生を切り拓ける子どもを育てる〉

グローバル化や人工知能・ＡＩ等の技術革新が急速に進み、予測困難なこれからの時代において、自ら課題を見つけ、
自ら学び、自ら考え、自ら判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓くことが求められている。

〈地域総ぐるみで帯広の未来を拓く子どもを育てる〉

地域と連携した取組を進め、帯広で教育を受けた子どもたちが、帯広のよさや特色を理解し、将来、帯広に関わり自己
の夢を実現することができる子どもを育むことが求められている。

〈地域への関心を高める〉
児童生徒の地域に対する
興味・関心が低い。

帯広市の豊かな自然環境や歴史、伝統、文化、産
業、地域住民との関わりを通して、「ふるさと帯広」
に対する誇りと愛着を育み、地域社会の一員として、
よりよい地域づくりに関わる子どもを育てる施策の
推進

帯広市のＳＤＧｓの取組を
進めるアイデアを追究する
中で、生徒自ら地域の課題
を発見し、地域や社会の未
来に対して、
責任ある行動とは
何かを考えます。

学校だけで学びを閉じずに、地域や
関係機関、民間団体等と連携した
学びを実現します。
学びの中での地域住民との対話に
より、「将来、自分はこの分野で社会に
貢献していく」「将来、地元に帰って頑
張ろう」という思いを醸成させます。

市民を先生にした多様な学び ～地域住民との対話を大切に～

ＳＤＧｓ 持続可能な
社会のためにできること

１．背景及び現状
２．考え方・方向性

知る（地域を知る） 関わる（地域と関わり・考える） 創る（地域・自分の未来を創る）

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

地域の食を知ろう ※
（食育推進サポーター事業）

お年寄りとつながる

地域を考えよう

私たちの食と農業を
考えよう

（食育推進サポーター事業）

ふゆとなかよし ※
（氷まつり・氷のおめん）

町のすてき
つたえたい

むかしからの
あそびを
たのしもう

地域の環境を知ろう ※

帯広のよさを知ろう ※

アイヌの人たちの文化を知ろう ※
（文化紹介）

身の回りの自然

を考えよう

帯広について考えよう

（帯広の魅力発信）

帯広について考えよう

（修学旅行先との比較）

人にやさしい帯広を考える ※
（手話出前講座）

地域の大人とともに考える ※
（認知症サポーター養成講座）

私たちにできる備え ※
（親子防災講座）

帯広市の台所事情
（財政出前）

地域の大人にできること ※
（認知症サポーター養成講座）

人にやさしい帯広を目指して ※
（手話出前講座）

SDGｓ
持続可能な社会のためにできること ※

※は、複数学年のうち学校が選択して１学年で行うことを示します。

小学校第１・２学年は、生活科及び特別活動を中心に実施
小学校第３学年から中学校第３学年は、総合的な学習の時間を中心に実施

これからの地域づくりに参画していきたい61.5 68.2

小学校 中学校

「地域や社会で起こっている問題や出来事に関心が
ある」（平成30年度全国学力・学習状況調査）
※□囲みは全国差

29.1 46.2

小学校 中学校

【期待される子どもの思い】

-2.3 ＋8.9 -7.0 -5.6

「地域社会などでボランティア活動に参加したこと
がある」（平成30年度全国学力・学習状況調査）
※□囲みは全国差

私たちにできる備えと行動 ※
（親子防災講座）

働くことでできること ※
（未来創造授業）

自分の未来を見つめて ※
（未来創造授業）

帯広市の
これから

※令和４年度から
実施

私たちの消費生活 ※
（消費者教育・金融教育講座）

３．「おびひろ市民学」の学びのイメージ

私たちの暮らしと選挙 ※
（選挙出前講座）

選挙で考える私たちの未来 ※
（選挙出前講座）

地域の
食文化の継承

食が地域において

果たしている役割を
考える

つながる食育
私の思い

地場産物から

望ましい食習慣を
考える

地場産物から
調和のとれた
食生活を考える

地場産物と
生産者の思い

地場産物と
自然の恵み

帯広・十勝で作られ
ている食材を知ろう

給食に使われている
帯広・十勝の食材を

知ろう

つながる食育 ～帯広らしい食育プログラム～

×
十勝平野を学び舎に 市民とのつながりを大切に

主体的に地域に関わる
市民を育てる

「人にやさしい帯広を目指し
て（手話出前講座）」や「地
域の大人にできること（認知
症サポーター養成講座）」を
通して、「人にやさしい、人
がやさしいまち」の
実現を担う子どもを
育てます。

帯広市手話言語条例の理念

※大正大学教授 浦崎太郎「平成30年度北海道総合教育会議」資料より

学びの中で、地域住民との対話を重視する
ためには地域住民の協働や関心の高まりが
ポイントになります。
コミュニティ・スクールを
土台とした地域住民との
協働とともに、情報の発信が
関心の高まりにつながります。

地域住民の協働・相互関心を高める
情報発信

「つながる食育」の様子

「親子防災講座」の様子 「選挙出前講座」の様子

自分は地域や社会の未来に対して責任がある

帯広市のことが好きだ

フードバレーとかち
を学びの要に

「手話出前講座」の様子

※平成25年度文部科学省委託事業「学校の総合マネジメント力の強化に関する調査研究」より

情報発信

関心 協働

は、必須単元 は、選択単元

「帯広のこれから～帯広市
への提案～」として、ゴー
ルを設定し、９年間の学び
に必要感をもたせます。

９年間、帯広のことをしっか
りと学んだ子どもたちが、
帯広のこれからをじっくりと
考え、提案します。

学びのゴールとして
市長への提案
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